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研 究 概 要

1) 珊瑚･WJ.の開催の神経生理学的研究

久保四沈 ･酒非JT.樹1)

前頭柴のニューロソ活動と遅延反応の関係の解析を統

けており,､心理部門小嶋祥三氏の参加で遅延反応を学田

していく過程での前頭雅ニA-I,ソ活動の変容を追及

し,サルが反応に一attentive'になることで活動を和すニ

i-Pソ郡の存在が折柄された.
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報 告 そ の 他

1) 久保田洗(1973):顎運動への運動性皮質の関与につ

いて｡顎口腔総合研究施設報告書,p.420

学 会 発 表

1) 腕のm付随窓辺動の岬のGI求心力を受ける3.1野=-

1-Pソのi占動について
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2) サルの遅延反応岬の vis110k'1neticneuronについて

久俳m奴･鈴木邦夫
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3) 光･てこ押し反応における油剤 岬 のエA.一口ソ活
取り
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研 究 概 要

1) スプリット･プレイソにおける視覚情報伝達と反応
決定の機構の研究2)

塁伏靖子 ･南雲純治3)

切断脳ザルを用いて,反応時間を測定した結果,視覚

刺故を与える半球と,手の運動支配の半球とが異なる場

令,反応時間のばらつきは大きくなり,700-1,㈱ msec.

のfT<い反応時間符に二つめの分布の山がみられた｡これ

は.反応決定のプロセスに二つあること,すなわち半球

問のコミーニケ-シ､三ソがうまくセットされた場合と,

セットされないで信号検出にZA放した切合のあることを

7Tl･唆している｡

2) I-ホソザル放飼群における環境変化と行動の変容

E.TobtlCh4)･_G伏杓子
氾外との交班の項参照｡

3) 51'(邦*-1I'::･)tTh'アジア研究セソクーの沿外学術調衣
｢烈引け ジア地城における自然環境と人間活動｣に参加

し,クイrqJ:ソコク郊外の農村及び中部ジャワの凸村に

おいて.現暁と人間のかかわりあいを行動分析の立切か

ら調FcしたO

浅 野 俊 夫

4) 記憶のメカニズム

非 探 允 子

1. 視覚的短期記憶の処理過程の行動的分析,遅延時

間-再生率,刺激入力時間一再生率の換討

2. 短期記憶の生理学的背景機構5), 側頭葉の破壊実

験によって,視覚的短期記憶に必須の部位の決定.下

部側頭回の前部がこれにあたることを解明した｡

5) 前頭葉機能の研究6)

小 鴨 神 三

遅延反応を行なっているサルのTlEt疏前野Jl･からニ1-I,

ソ活動を記録し,この行動に前爪前野がいかに関係する

2)久保rll耽 (神経iti和研究部門)との兆同研究｡

3)文部技官

I)アメt)カ自然史W･物郎

5)久休m定筏,JJ川'･LR- (抑神経科':7:総令研)との非同
研究0

6)久保田班との光岡研死｡
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